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党
勢
の
拡
大
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
日
本
共
産
党

　

平
成
二
○
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
中
央
委

員
会
総
会
（
以
下
「
六
中
総
」
と
い
う
。）
で
、
志

位
和
夫
委
員
長
は
、
党
員
拡
大
に
つ
い
て
、「
一
九

年
九
月
の
第
五
回
中
央
委
員
会
総
会
（
以
下
「
五
中

総
」
と
い
う
。）
後
、
九
、
○
○
○
人
近
い
党
員
を

拡
大
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
マ
ス

コ
ミ
は
、「
共
産
党
員
「
九
、
○
○
○
人
増
え
た
」」、

「「
蟹
工
船
」
追
い
風
」
と
、
ま
た
、
九
、〇
〇
〇
人

の
構
成
に
つ
い
て
、「
二
割
が
三
〇
歳
以
下
の
青
年

で
、
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
も
二
割
を
占
め
る
」
な

ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
報
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
一
年

一
月
六
日
付
け
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
、
五
中
総
後

の
新
入
党
員
が
一
万
四
、〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
新
入
党
員
の
入
党
理
由
に
つ

い
て
、
二
〇
年
八
月
二
日
付
け
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

で
、
非
正
規
雇
用
問
題
を
取
り
上
げ
た
二
月
八
日
の

志
位
委
員
長
の
国
会
質
問
や
、
七
月
二
二
日
の
党
創

立
八
六
周
年
記
念
講
演
会
で
の
同
委
員
長
の
講
演
内

容
、
さ
ら
に
、
日
本
共
産
党
が
主
張
す
る
、
い
わ
ゆ

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
等
、
同
党
の
政
策

等
に
共
鳴
し
て
入
党
し
た
と
す
る
事
例
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
党
勢
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
独

自
の
政
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
し
て
、
引
き
続
き

新
入
党
員
の
獲
得
を
強
力
に
進
め
て
い
く
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。

 （共同）

　

日
本
共
産
党
は
、
二
月
と
八
月
、
静
岡
県
熱
海
市

に
あ
る
伊
豆
学
習
会
館
に
、
全
国
の
党
機
関
と
党
本

部
か
ら
六
八
人
を
集
め
、「
若
い
機
関
幹
部
の
計
画

的
・
系
統
的
養
成
」
を
目
的
と
し
た
「
特
別
党
学
校
」

（
第
二
期
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
八
年

に
開
催
し
た
第
一
期
（
受
講
生
八
三
人
）
に
引
き
続

く
も
の
で
あ
り
、
不
破
哲
三
前
議
長
、
志
位
委
員
長

等
の
党
最
高
幹
部
が
講
師
を
務
め
、「
綱
領
」、「
科

学
的
社
会
主
義
」
等
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

学
校
責
任
者
の
浜
野
忠
夫
副
委
員
長
は
、
講
義
終
了

後
の
交
流
会
で
、「
我
が
党
の
将
来
は
大
丈
夫
だ
と

確
信
し
た
。
特
別
党
学
校
は
十
分
役
割
を
発
揮
し
て

成
功
し
た
」
な
ど
と
述
べ
、
そ
の
成
果
を
強
調
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
日
本
共
産
党
は
、
六
中
総
で
、
日
本
民
主

青
年
同
盟
（
以
下
「
民
青
同
」
と
い
う
。）
に
つ
い

て
、「
現
在
の
党
を
支
え
る
中
心
的
な
活
動
家
等
の

多
く
は
、
民
青
同
で
青
春
期
を
過
ご
し
た
人
々
。
民

青
同
の
前
途
は
党
と
進
歩
的
事
業
の
未
来
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
」
と
し
て
、
日
本
共
産

党
と
民
青
同
の
共
同
事
業
と
し
て
、「
若
者
の
中
に

強
大
な
民
青
同
」
を
作
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

約
一
年
四
か
月
で
一
万
四
、〇
〇
〇
人

の
新
入
党
員
を
獲
得
と
強
調

１

若
手
幹
部
の
育
成
、民
青
同
へ

の
援
助
を
強
化

２
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そ
の
援
助
策
と
し
て
、「
す
べ
て
の
党
地
区
委
員
会

が
、
対
応
す
る
民
青
同
地
区
委
員
会
の
再
建
の
た
め

に
力
を
尽
く
す
こ
と
」
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
党
員
の
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
民
青
同
を
通
じ
た
同
盟
員
・
若
手
党
員
の
獲
得

を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
党
幹
部
の
育
成
を
継
続

し
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

不
破
前
議
長
は
、
一
八
年
一
月
の
第
二
四
回
党
大

会
で
議
長
職
を
引
退
し
た
も
の
の
、「
知
力
と
体
力

が
あ
る
限
り
、
党
の
発
展
に
力
を
尽
く
す
こ
と
は
、

共
産
主
義
者
と
し
て
の
義
務
で
あ
り
、
責
任
で
あ

る
」
と
し
て
、
日
本
共
産
党
の
最
高
指
導
機
関
で
あ

る
常
任
幹
部
会
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
不
破
前
議
長

は
、
週
一
回
開
催
さ
れ
る
常
任
幹
部
会
に
は
、
必
ず

出
席
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
特
別
党
学

校
」
の
講
師
、
党
中
央
月
刊
誌
「
前
衛
」
へ
の
論
文

連
載
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
と
の
理
論
会
談
で
は
日
本

共
産
党
代
表
団
の
団
長
を
務
め
る
な
ど
、
党
運
営
へ

の
影
響
力
を
保
持
し
つ
つ
、
理
論
面
に
重
点
を
置
い

て
活
動
し
ま
し
た
。

　

不
破
前
議
長
は
、
現
在
、
七
八
歳
と
高
齢
で
あ
り
、

議
長
退
任
か
ら
三
年
を
迎
え
ま
す
。
開
催
が
延
期
さ

れ
た
第
二
五
回
党
大
会
で
は
、
現
在
の
常
任
幹
部
会

委
員
及
び
社
会
科
学
研
究
所
長
と
い
っ
た
地
位
を
維

持
し
た
ま
ま
、
党
内
に
と
ど
ま
り
続
け
る
の
か
、
そ

れ
と
も
、
何
ら
か
の
進
退
を
表
明
す
る
の
か
、
そ
の

動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
指
導
・
援
助
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

全
国
労
働
組
合
総
連
合（
以
下「
全
労
連
」と
い
う
。）

は
、二
〇
年
七
月
の
第
二
三
回
定
期
大
会
に
お
い
て
、

「
憲
法
を
職
場
と
地
域
に
生
か
す
こ
と
を
基
調
に
、

「
な
く
せ
貧
困
運
動
」、「
住
み
続
け
た
い
地
域
運
動
」、

「
戦
争
を
し
な
い
・
参
加
し
な
い
運
動
」を
展
開
す
る
」

こ
と
を
今
後
二
年
間
の
運
動
方
針
と
し
て
決
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
派
遣
や
パ
ー
ト
労
働
者
の
地
位
向
上

の
取
組
み
を
支
援
す
る
「
非
正
規
雇
用
労
働
者
全
国

セ
ン
タ
ー
」
を
正
式
に
発
足
さ
せ
た
ほ
か
、
組
織
化

の
た
め
の
財
源
と
し
て
「
組
織
拡
大
推
進
費
」
を
新

設
す
る
な
ど
組
織
拡
大
へ
の
体
制
づ
く
り
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

全
労
連
は
、
今
後
も
、
引
き
続
き
前
記
方
針
に

基
づ
き
、
憲
法
改
正
等
の
課
題
に
つ
い
て
、
他
の
労

働
組
合
に
対
し
て
共
同
行
動
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
非
正
規
雇
用
・
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
を
中

心
に
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

志位委員長による報告（共同）

党
運
営
へ
の
影
響
力
を
保
持
し
つ
つ
、

理
論
面
に
重
点
を
置
い
て
活
動
し
た

不
破
前
議
長

３

憲
法
闘
争
、貧
困
と
格
差
の
是
正
、

平
和
の
実
現
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
む
全
労
連

４


